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【 請 求 項 １ 】
　 信 号 に お け る ウ ォ ー タ マ ー ク を 検 出 す る 方 法 で あ っ て 、
　 信 号 サ ン プ ル か ら な る 系 列 と 予 め 決 定 さ れ た ウ ォ ー タ マ ー ク と の 間 の 相 関 を 計 算 す る ス
テ ッ プ と 、 該 相 関 が 所 与 の 閾 値 を 超 え る か を 検 出 す る ス テ ッ プ と を 有 し 、
　 該 信 号 サ ン プ ル か ら な る 系 列 を 前 処 理 す る ス テ ッ プ を さ ら に 含 み 、 該 前 処 理 ス テ ッ プ は
、
　 該 信 号 サ ン プ ル か ら な る 系 列 を サ ブ 系 列 に 分 割 す る ス テ ッ プ と 、
　 該 サ ブ 系 列 の 全 て の 信 号 サ ン プ ル を 同 じ 重 み に 従 属 さ せ 、 該 系 列 を 通 し て 実 質 的 に 平 坦
な 分 散 の 信 号 サ ン プ ル を 得 る た め 、 サ ブ 系 列 か ら サ ブ 系 列 に 該 重 み を 変 え る ス テ ッ プ と 、
　 前 処 理 さ れ た 信 号 サ ン プ ル か ら な る 系 列 を 得 る た め 、 重 み 付 け さ れ た サ ブ 系 列 を 連 結 す
る ス テ ッ プ と 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 相 関 の 前 に 複 数 の 信 号 サ ン プ ル か ら な る 系 列 を 蓄 積 す る ス テ ッ プ を さ ら に 含 み 、
　 該 前 処 理 ス テ ッ プ は 、 蓄 積 さ れ た 系 列 に 適 用 さ れ る 、
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 該 信 号 サ ン プ ル か ら な る 系 列 を サ ブ 系 列 に 分 割 す る 該 ス テ ッ プ は 、 オ ー バ ラ ッ プ す る サ
ブ 系 列 に 分 割 す る ス テ ッ プ を 含 む 、
請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 該 オ ー バ ラ ッ プ は ５ ０ パ ー セ ン ト で あ る 、
請 求 項 ３ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ５ 】
　 オ ー バ ラ ッ プ す る サ ブ 系 列 に 分 割 す る 該 ス テ ッ プ は 、 窓 関 数 を 該 オ ー バ ラ ッ プ す る サ ブ
系 列 に 適 用 す る ス テ ッ プ を 含 む 、
請 求 項 ３ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ６ 】
　 該 重 み 付 け す る 該 ス テ ッ プ は 、 該 信 号 サ ン プ ル の サ ブ 系 列 を フ ー リ エ 変 換 す る ス テ ッ プ



、 フ ー リ エ 係 数 の 大 き さ を 正 規 化 す る ス テ ッ プ 、 及 び 正 規 化 さ れ た 係 数 を 逆 変 換 す る ス テ
ッ プ を 含 む 、
請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ７ 】
　 該 重 み 付 け す る ス テ ッ プ は 、 サ ブ 系 列 の 全 て の 信 号 サ ン プ ル を 該 サ ブ 系 列 の 最 も 大 き い
信 号 サ ン プ ル で 割 る ス テ ッ プ を 含 む 、
請 求 項 １ 記 載 の 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
　 信 号 に お け る ウ ォ ー タ マ ー ク を 検 出 す る た め の 装 置 で あ っ て 、
　 信 号 サ ン プ ル か ら な る 系 列 と 予 め 決 定 さ れ た ワ ー タ マ ー ク と の 間 の 相 関 を 計 算 す る た め
の 計 算 手 段 と 、 該 相 関 が 所 与 の 閾 値 を 超 え る か を 検 出 す る た め の 閾 値 手 段 と を 有 し 、
　 該 信 号 サ ン プ ル か ら な る 系 列 を 前 処 理 す る た め の 前 処 理 手 段 を さ ら に 有 し 、 該 前 処 理 手
段 は 、
　 該 信 号 サ ン プ ル か ら な る 系 列 を サ ブ 系 列 に 分 割 す る た め の 分 割 手 段 と 、
　 該 サ ブ 系 列 の 全 て の 信 号 サ ン プ ル を 同 じ 重 み に 従 属 さ せ 、 該 系 列 を 通 し て 実 質 的 に 平 坦
な 分 散 の 信 号 サ ン プ ル を 得 る た め 、 サ ブ 系 列 か ら サ ブ 系 列 に 該 重 み を 変 え る た め の 重 み 付
け 手 段 と 、
　 前 処 理 さ れ た 信 号 サ ン プ ル か ら な る 系 列 を 得 る た め 、 重 み 付 け さ れ た サ ブ 系 列 を 連 結 す
る た め の 連 結 手 段 と 、
を 含 む こ と を 特 徴 と す る 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
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コ ン ピ ュ ー タ が 請 求 項 １ 乃 至 ７ の い ず れ か 記 載 の 方 法 を 実 行 す る た め の コ ン ピ ュ ー タ プ
ロ グ ラ ム 。
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